
4月の産地情報        
白菊

黄・赤菊

オリエンタル

スカシ・鉄砲

輪菊
愛知、静岡産中心で、例年並みの出荷量が見込まれる。上位等級の割合が高く、ＭＳは少な目。月末は神馬、誠中心。

静岡、沖縄産中心。作付け量の減少により、やや少な目の出荷が予想される。精興光明、精興元明が中心となる。

小菊 沖縄産主体。作付けが減少し、色バランスも偏りが見込まれる。下旬頃は連休に合わせてやや増加が見込まれる。

ＳＰ・ディスバッド ・SPマム：愛知・静岡・栃木・鹿児島中心。各産地とも、上位等級を中心に潤沢な出荷が見込まれる。
・ディスバッドマム：愛知・静岡中心。作付けは若干減少傾向あり。

かすみ草

リシアンサス

ユリ

バラ 静岡、愛知、栃木中心。上位等級中心の出荷で、色目によって偏りあり。

カーネーション 千葉・静岡・香川・長崎中心。昨年と比べ国産の数量は横ばい、輸入(特にコロンビア産)は数量減の見込み。

ガーベラ 小輪系は静岡、大輪系は長崎中心。一部改植に入るところもあるが、潤沢な出荷となる見込み。

愛知・和歌山・熊本中心。上旬までは安定した出荷が見込まれ、早ければ下旬より北海道産の出荷が始まる。

洋ラン類

季節もの

高知・関東中心。輸入は減少するが、潤沢な出荷の見込み。

千葉・埼玉・高知中心。全体で見ると少な目となる中、ダラダラと出荷が続く。大きな波は無い見通し。

千葉・埼玉中心。便の都合で(月)(金)出荷は安定しているが、(水)が極端に少なくなる週もありそう。

・オンシジューム、デンファレ、バンダなどのラン類は国産も輸入も潤沢な出荷の見込み。
・シンビジュームは数量減。　・カトレアは潤沢な出荷。　・エビデンも下旬頃から数量減となる。

・紅花：静岡産　3月中旬から始まり、4月上旬には潤沢な出荷となる見込み。
・ヒマワリ：千葉産　中旬から微増傾向となる。
・シャクヤク：上旬より和勺から出荷が始まってくる。中下旬から産地数も増えてくる。


